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(57)【要約】
【課題】内視鏡が常に新鮮な強酸性水に接触しているオ
ーバーフロー方式を採用することにより、強酸性水の欠
点をカバーすることができ、自然環境にも全く影響をお
よぼさない内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装置を
提供する。
【解決手段】ボックス１に強アルカリ水、強酸性水およ
び水のＵ字管洗浄塩化ビニールパイプ３ａ，３ｂ，３ｃ
を設け、それらの一方の上端に、ケーブルアッセンブリ
の操作部を係止する。強アルカリ水、強酸性水および水
の貯溜部２ａ，２ｂ，２ｃを形成し、水位を規制するオ
ーバーフロープレート４を設ける。ケーブルアッセンブ
リの吸引口金に吸引鉗子口洗浄装置を接続し、ケーブル
アッセンブリの吸引路および鉗子挿入口に強アルカリ
水、強酸性水または水を導入する。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】ボックスと、
前記ボックス内に設けられ、両端が前記ボックスの上部
で開放したＵ字状洗浄パイプと、
前記ボックス内に設けられ、前記U字状洗浄パイプの一
端と連通した貯溜部と、前記ボックス内に前記貯溜部に
隣接して設けられた排水部と、
前記貯溜部と前記排水部との間に設けられたオーバーフ
ロー壁と、
前記Ｕ字状洗浄パイプに連通し、前記Ｕ字状洗浄パイプ
に強アルカリ水、強酸性水および中性水を導入するため
の給水パイプと、
前記排水部に連通した排水管とを、
有することを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】強アルカリ水および強酸性水を生成し供給
口から強アルカリ水、強酸性水および中性水を選択的に
供給可能な電解水生成機を有し、前記給水パイプは前記
供給口に接続されていることを、特徴とする請求項1記
載の内視鏡洗浄消毒装置。
【図面の簡単な説明】
【図１】本考案の実施の形態の内視鏡ケーブルアッセン
ブリ洗浄消毒装置を示す斜視図。
【図２】図１の内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装
置の強酸性水Ｕ字管洗浄パイプ部分の断面図。
【図３】図１の内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装
置の強酸性水Ｕ字管洗浄パイプ部分の底面図。
【図４】図１の内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装
置の強酸性水Ｕ字管洗浄パイプ部分の平面図。

2
【図５】内視鏡ケーブルアッセンブリの斜視図。
【図６】吸引鉗子口洗浄装置の説明図。
【符号の説明】
１    ボックス
２ａ，２ｂ，２ｃ    貯溜部
３ａ，３ｂ，３ｃ    Ｕ字管洗浄パイプ
４    オーバーフロープレート
５    排水パイプ
６ａ，６ｂ，６ｃ    給水パイプ
７    オーバーフロー部
８    挿通孔
９    ケーブルアッセンブリ
９ａ  操作部
９ｂ  吸引路
９ｃ  吸引口金
９ｄ  送水口金
９ｅ  鉗子挿入口
９ｆ  ケーブル
９ｇ  送気送液管
９ｈ  通気管
１０  送気送液口洗浄装置
１１  吸引鉗子口洗浄装置
１１ａ  吸引ボックス
１１ｂ  吸引器用真空ポンプ
１１ｃ  逆流防止チューブ
１１ｄ  ビニールチューブ
ｃ    コネクター部
ｒ．ｇ．  ライトガイド

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】



(4) 実登３０９２７３０

【図６】
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【考案の詳細な説明】

【０００１】

【考案の属する技術分野】

  本発明は、内視鏡洗浄消毒装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】

  従来の自動内視鏡洗浄消毒方法の多くは、消毒装置内にグルタールアルデハイ

ド系の薬剤を使用し、この中に所定時間、内視鏡を浸潰させた後に水道水により

洗浄する工程を含んでいる。しかしながら、洗浄後も内視鏡にグルタールアルデ

ハイドの臭気が残留しており、完全に洗い流されたとは考えにくい。

【０００３】

  そのため、グルタールアルデハイドの人体に対する毒性を考えた場合、内視鏡

の消毒は完全であっても、患者に対して安全とは思われない。

【０００４】

  また、内視鏡の洗浄消毒を行なう従事者は、臭気により気分が悪くなったり、

グルタールアルデハイドに対するアレルギーにより気管支炎や皮膚炎を起こした

りする場合がある。

【０００５】

  さらに、使用済みのグルタールアルデハイドを排水口から流せば、この毒性か

ら自然環境にも影響が及ぶと考えられる。

【０００６】

  そこで最近、毒性を持つグルタールアルデハイドの代わりに、強酸性水を使っ

た内視鏡洗浄消毒装置も発売されている。

【０００７】

  強酸性水は、数年前からその消毒力が注目されており、医療施設や食品を扱う

施設で多く使用され始めたが、有機物と接触すると急激に消毒力を失うという欠

点がある。しかし、強酸性水は人体毒性も無くわずかに塩素臭を伴うが、アレル

ギーの治療などにも使用され、消毒効果が優れ安全でかつ自然環境の破壊を伴わ

ない。
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【０００８】

【考案が解決しようとする課題】

  しかしながら、従来の強酸性水を使った内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡の洗浄

消毒に使用した強酸性水を再度ろ過して再生し使用する装置であり、内視鏡の患

者への挿管部分の洗浄消毒しか行なえないという課題があった。また、操作部の

洗浄消毒までを考慮した機種はグルタールアルデハイドを使用する数機種に限ら

れているため、患者への二次感染の可能性を否定できないという課題もあった。

【０００９】

  さらに、従来の強酸性水を使った内視鏡洗浄消毒装置では、強酸性水の特徴で

ある有機物、特に粘液や血液が混入することにより消毒効果を消失するという欠

点が解決されておらず、内視鏡洗浄消毒装置としては、一抹の不安が残るという

課題もあった。

【００１０】

  本考案は、このような従来の課題に着目してなされたもので、医療施設での内

視鏡の洗浄消毒が、内視鏡のセット時間も含め７分以内という短時間に効率良く

行なえ、従来のグルタールアルデハイド消毒液による内視鏡消毒系の皮膚炎その

他のアレルギーも解消し、内視鏡に付着残留するグルタールアルデハイドによる

患者への悪影響もなく、内視鏡が常に新鮮な強酸性水に接触しているオーバーフ

ロー方式を採用することにより、粘液や血液などの有機物に接触することにより

効力がなくなると言われている強酸性水の欠点をカバーすることができ、排水さ

れれば速やかに水に還るという強酸性水の性質により、自然環境にも全く影響を

およぼさない内視鏡洗浄消毒装置を提供することを目的としている。

【００１１】

【課題を解決するための手段】

  上記目的を達成するために、本考案に係る内視鏡洗浄消毒装置は、ボックスと

、前記ボックス内に設けられ、両端が前記ボックスの上部で開放したＵ字状洗浄

パイプと、前記ボックス内に設けられ、前記U字状洗浄パイプの一端と連通した

貯溜部と、前記ボックス内に前記貯溜部に隣接して設けられた排水部と、前記貯

溜部と前記排水部との間に設けられたオーバーフロー壁と、前記Ｕ字状洗浄パイ
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プに連通し、前記Ｕ字状洗浄パイプに強アルカリ水、強酸性水および中性水を導

入するための給水パイプと、前記排水部に連通した排水管とを、有することを特

徴とする。

【００１２】

  本考案に係る内視鏡洗浄消毒装置は、強アルカリ水および強酸性水を生成し供

給口から強アルカリ水、強酸性水および中性水を選択的に供給可能な電解水生成

機を有し、前記給水パイプは前記供給口に接続されていることが好ましい。

【００１３】

  特に、本考案に係る内視鏡洗浄消毒装置は、好適には、ボックス１に強アルカ

リ水、強酸性水および水のＵ字管洗浄塩化ビニールパイプ３ａ，３ｂ，３ｃを設

け、Ｕ字管洗浄パイプ３ａ，３ｂ，３ｃの一方の上端に、ケーブルアッセンブリ

９の操作部９ａを係止するとともに、強アルカリ水、強酸性水および水の貯溜部

２ａ，２ｂ，２ｃを形成し、前記貯溜部２ａ，２ｂ，２ｃには強アルカリ水、強

酸性水および水の水位を規制するオーバーフロープレート４を設け、オーバーフ

ロープレート４に沿って形成されるオーバーフロー部７は挿通孔８から排水パイ

プ５に連通しており、Ｕ字管洗浄パイプ３ａ，３ｂ，３ｃは給水パイプ６ａ，６

ｂ，６ｃに連通されており、ケーブルアッセンブリ９の吸引口金９ｃに吸引鉗子

口洗浄装置１１を接続し、ケーブルアッセンブリ９の吸引路９ｂおよび鉗子挿入

口９ｅに強アルカリ水、強酸性水または水を導入する構成を有し、吸引鉗子口洗

浄装置１１を有し、前記吸引鉗子口洗浄装置１１は吸引ボックス１１ａ、真空ポ

ンプ１１ｂ、逆流防止チューブ１１ｃおよび前記吸引口金９ｃに接続するビニー

ルチューブ１１ｄからなり、真空ポンプ１１ｂ作動中は逆流防止チューブ１１ｃ

が作動し、洗浄液は前記吸引口金９ｃより吸引ボックス１１ａに導入され、前記

吸引口金９ｃよりビニールチューブ１１ｄを引き抜くと吸引ボックス１１ａの水

圧により逆流防止チュープ１１ｃの逆流防止作用が解除され、洗浄液の排水がな

される構成を有する。

【００１４】

  この本考案に係る内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装置は、真空ポンプ１

１ｂを作動させておけば、ビニールチューブ１１ｄの着脱により洗浄の開始およ
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び終了ならびに洗浄終了後の排水を容易かつ自動的に行なうことができる。また

、吸引ボックス１１ａへの吸引が強力で、Ｕ字管洗浄パイプ３ａ，３ｂ，３ｃの

水流が強くても、ケーブルアッセンブリ９の操作部９ａが係止されているため、

ケーブルアッセンブリ９が浮き上がるのを防止することができ、十分な洗浄を行

なうことができる。

【００１５】

【考案の実施の形態】

  以下、図面に基づき、本考案の実施の形態について説明する。

  図１乃至図６は、本考案の実施の形態を示している。

  図１乃至図４に示すように内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装置は、ボッ

クス１に強アルカリ水、強酸性水および水のＵ字管洗浄塩化ビニールパイプ３ａ

，３ｂ，３ｃを設ける。

【００１６】

  図２に示すように、Ｕ字管洗浄パイプ３ａ，３ｂ，３ｃの一方の上端には、図

５に示すケーブルアッセンブリ９の操作部９ａを係止するとともに、強アルカリ

水、強酸性水および水の貯溜部２ａ，２ｂ，２ｃを形成する。

【００１７】

  図１、２に示すように、前記貯溜部２ａ，２ｂ，２ｃには強アルカリ水、強酸

性水および水の水位を規制するオーバーフロープレート４を設け、オーバーフロ

ープレート４に沿って形成されるオーバーフロー部７は、図２，４に示すように

、挿通孔８から排水パイプ５に連通している。Ｕ字管洗浄パイプ３ａ，３ｂ，３

ｃは、図２，３に示すように、給水パイプ６ａ，６ｂ，６ｃに連通されている。

【００１８】

  つぎにその使用方法について説明する。

  図２に示すように、第１行程として、強アルカリ水が入ったＵ字管洗浄パイプ

３ａに、図５に示すケーブルアッセンブリ９のケーブル９ｆを挿入し沈める。強

アルカリ水はオーバーフロー部７にオーバーフローさせながらケーブルアッセン

ブリ９を洗浄する。排水はオーバーフロー部７の挿通孔８から排水パイプ５を通

って排水される。この際操作部９ａの上端はオーバーフロープレート４の上端よ
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り幾分低く位置している。

【００１９】

  この過程において、図６のようにケーブルアッセンブリ９の吸引口金９ｃに吸

引鉗子口洗浄装置１１を接続し、ケーブル９ｆおよび送気送液管９ｇ内の吸引路

９ｂおよび鉗子挿入口９ｅに強アルカリ水を導入して、洗浄を行なう。これらの

洗浄が終わったら３０秒以内に内視鏡を強アルカリ水が入ったＵ字管洗浄パイプ

３ａより引き上げる。この際送気送液口洗浄装置１０で予め、送水口金９ｄ、通

気管９ｈを洗浄しておく。

【００２０】

  第２行程として、ケーブルアッセンブリ９を、強酸性水洗浄パイプ３ｂに沈め

る。そして第１行程の場合と同様、強酸性水をオーバーフローさせながら、ケー

ブルアッセンブリ９を洗浄消毒する。鉗子挿入口９ｅもこの際洗浄消毒する。

【００２１】

  第３行程として、水をオーバーフローさせながらケーブルアッセンブリ９を洗

浄する。第４行程として、強アルカリ水、強酸性水、水を排水パイプ５から流し

た後、中和させて放流する。第１乃至第３行程終了後、吸引鉗子口洗浄装置１１

は吸引口金９ｃより外し、スイッチを切る。

【００２２】

  つぎに図６により、吸引鉗子口洗浄装置１１について説明する。吸引鉗子口洗

浄装置１１は吸引ボックス１１ａ、真空ポンプ１１ｂ、逆流防止チューブ１１ｃ

、および吸引口金９ｃに接続するビニールチューブ１１ｄからなる。真空ポンプ

１１ｂ作動中は逆流防止チューブ１１ｃが作動し、洗浄液は吸引口金９ｃより吸

引ボックス１１ａに流れ込む。吸引口金９ｃよりビニールチューブ１１ｄを引き

抜くと、吸引ボックス１１ａの水圧により逆流防止チューブ１１ｃの逆流防止作

用が解除され、洗浄液が排水される。

【００２３】

  真空ポンプ１１ｂを作動させておけば、ビニールチューブ１１ｄの着脱により

洗浄の開始および終了ならびに洗浄終了後の排水を容易かつ自動的に行なうこと

ができる。また、吸引ボックス１１ａへの吸引が強力で、Ｕ字管洗浄パイプ３ａ
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，３ｂ，３ｃの水流が強くても、ケーブルアッセンブリ９の操作部９ａが係止さ

れているため、ケーブルアッセンブリ９が浮き上がるのを防止することができ、

十分な洗浄を行なうことができる。

【００２４】

  つぎに本考案の開発過程について述べる。

  強酸性水は、強い消毒効果を持ち、使用後排水すれば水として自然界に還元さ

れる。また、人体に対しても安全性が高く、強酸性水の持つ欠点さえ認識すれば

安全かつ短時間に完全な内視鏡の消毒が可能である。

【００２５】

  本考案は、強酸性水が粘液や血液などに接触すると消毒効果を急速に消失する

欠点を解消した内視鏡洗浄消毒装置を創作し、その消毒効果を改良したものであ

る。本考案に係る内視鏡ケーブルアッセンブリ洗浄消毒装置は、消毒中の内視鏡

が常に新鮮な強酸性水に接触するようにオーバーフロー方式を採用している。装

置もできるだけコンパクト化するため、内視鏡の柔軟性に沿ったカーブを設けて

いる。全体の大きさを大腸内視鏡のロングまで適応させるには、高さが９５０ｍ

ｍ、中間長の場合は８００ｍｍとなる。奥行きは約７３０ｍｍでオリンパスの自

動洗浄装置ＥＷ－２０をセットした場合の奥行きに相当する。

【００２６】

  横幅は、１号機は４５０ｍｍとしたが、２号機からは３８０ｍｍと狭いスペー

スにも設置出来るように改良を加えた。また、強酸性水の酸化による金属腐蝕作

用を避けるため、装置は塩化ビニール板、塩化ビニールパイプを使用して金属類

は全く使用していない。

【００２７】

  内視鏡が抵抗無く装置内にゆるいカーブを描くように、塩化ビニールパイプに

カーブを設けたが、スムーズな内視鏡のセットのためのカーブに試行錯誤を繰り

返した。

【００２８】

  強酸性水を利用したオーバーフロー方式の内視鏡洗浄消毒装置は、強酸性水の

ｐＨ２．５ 塩素濃度５０ｐｐｍで使用すれば消毒効果が大きい。オーバーフロ



(11) 実登３０９２７３０

ー式内視鏡洗浄消毒装置の洗浄効果は著名であり、洗浄後の内視鏡の細菌培養検

査や内視鏡洗浄消毒装置内の細菌培養検査でも、病原性を示す細菌は認められな

かった。

【００２９】

  強酸性水を内視鏡の洗浄消毒に使用するためには、ｐＨ２．５以下 塩素濃度

５０ｐｐｍ以上で、できる限り大量の強酸性水で洗浄する必要があると思われる

。また、貯め水方式の洗浄消毒では消毒効果に疑問が残るが、内視鏡が常に新鮮

な強酸性水に接触しているオーバーフロー方式によれば、粘液や血液などの有機

物に接触することにより効力がなくなると言われている強酸性水の欠点をカバー

することができる。内視鏡の洗浄消毒は内視鏡全体を消毒することが望ましいが

、少なくとも挿入部、操作部までの消毒が必要と考える。

【００３０】

【考案の効果】

  本考案によれば、医療施設での内視鏡の洗浄消毒が、内視鏡のセット時間も含

め７分以内という短時間に効率良く行なえ、従来のグルタールアルデハイド消毒

液による内視鏡消毒系の皮膚炎その他のアレルギーも解消し、内視鏡に付着残留

するグルタールアルデハイドによる患者への悪影響もなく、内視鏡が常に新鮮な

強酸性水に接触しているオーバーフロー方式を採用することにより、粘液や血液

などの有機物に接触することにより効力がなくなると言われている強酸性水の欠

点をカバーすることができ、排水されれば速やかに水に還るという強酸性水の性

質により、自然環境にも全く影響をおよぼさない内視鏡ケーブルアッセンブリ洗

浄消毒装置を提供することができる。
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